
令和4年4月1日から、不妊治療が保険適用になりました。
詳細につきましては厚生労働省 (mhlw.go.jp)不妊治療に関する取組をご確認ください。

●生殖補助医療のうち、上記に加えて実施されることのある
「オプション治療」については、保険適用されたものや、「先
進医療」(※)として保険診療と併用できるものがあります 。
※「先進医療」とは、保険外の先進的な医療技術として認めら
れたもので、保険診療と組み合わせて実施することができ
ます。不妊治療に関する「先進医療」は随時追加されること
もありますので、詳細は、受診される医療機関にご確認くだ
さい。

１．体外受精などの基本治療は全て保険適用
　国の審議会(中央社会保険医療協議会)で審議された結
果、関係学会のガイドラインなどで有効性・安全性が確認
された以下の治療については、保険適用されます。

　本学に勤務する女性医師の活躍推進に取り組む講座等の団体による活動内容を表彰することで、女性医師が
安心して働くことができ、 医師としてのキャリアを継続できる職場環境整備の普及啓発を図り、継続的な活動を支
援することを目的としています。自薦、他薦は問いませんので、皆様からのご応募をお待ちしております！！
●対　　象：女性医師支援活動に関し、功績及び貢献が顕著である団体（年間２団体以内）　
●表　　彰：表彰状の他、副賞として推進活動支援金10万円を授与　
●募集時期：12月初旬から下旬（予定）

２．年齢 ･回数の要件（体外受精・顕微授精）
　保険診療でも、令和3年度までの助成金と同様に以下の
制限があります。

３．窓口での負担額は治療費(※)の3割負担
●治療費が高額な場合の月額上限（高額療養費制度）もあり
ます。具体的な上限額や手続は、ご加入の医療保険者（国
民健康保険にご加入の方は、お住まいの市町村の担当窓
口）にお問い合わせください。
※保険診療の治療費

ご存知ですか？～不妊治療の保険適用～

「関西医科大学女性医師活躍推進賞（アプリコットサポート賞）」を創設しました！
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お問い合わせ、ご意見、ご連絡先

その他、お役立ちページ（厚生労働省HP）

一般不妊治療 タイミング法

回数の上限

通算6回まで（1子ごとに）

通算3回まで（1子ごとに）

初めての治療開始時点の女性の年齢

40歳未満

40歳以上43歳未満
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治療開始時にお
いて女性の年齢
が43歳未満であ
ること

※11月中旬から下旬にオールユーザーメールの送信、募集ポスターの掲示を行う予定です。

NEWS

❷不妊治療と仕事の両立のために
企業の福利担当や事業主の方へ向けた
助成金の案内、セミナー、マニュアル等
の紹介を行っております。

❶不妊治療に関する取組
不妊治療の保険適用の概要や相談支
援事業のご紹介、検討会、研究事業な
どを掲載しています。

　11月15日（水）17
:00～医学部棟3階

学生食堂前にて「第
1回 

医師キャリア支援
の

ための交流会：Ap
r icot 

Café」を開催します
。皆様のご参加

をお待ちしておりま
す！！

お知らせ

附属病院「生殖看護外来」
【完全予約制】第1・3・5土曜日の８時50分～12時30分
　不妊治療や検査について知りたい方、これから治療
を考えている方、将来妊娠を望む方々の妊活をサポー
トしております。

　2020年に日本では、約14人に１人が生殖補助医療
により誕生（出典：「不妊治療と仕事との両立サポート
ハンドブック」厚生労働省）しており、今後、ますます増
えることが想定されます。
　当センターは、皆様の不妊治療へのご理解とご協力
を切に望みます。


